
（様式１） 

平成平成平成平成２４２４２４２４年度試験研究課題設定年度試験研究課題設定年度試験研究課題設定年度試験研究課題設定のためののためののためののための要試験研究問題提案要試験研究問題提案要試験研究問題提案要試験研究問題提案・・・・回答書回答書回答書回答書    

 （整理番号） 

  ０３９ 

提案機関名提案機関名提案機関名提案機関名  農業技術センター普及指導部 

 

 要望問題名要望問題名要望問題名要望問題名   

  春咲き系スイートピーの基幹的品種の育成 

 要望問題要望問題要望問題要望問題のののの内容内容内容内容    【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 

  地球規模の温暖化により冬期間の気温が高くなってきており、３月もお彼岸頃になると高温で株が

疲れてしまい、採花をあきらめる品種もある。今後、温暖化が進行してくると冬咲き系品種では卒業式

シーズンの採花が危ぶまれる状況となり、神奈川のスイートピー産地としての地位が危ういものとなる。

そこで、春咲き系品種への転換が時間をかけてでも図れるように、ピンク、白、紫やリップルシリーズの

花色を有した良質で基幹となりうる春咲き系品種の育成を願いたい。 

  高座郡寒川町、茅ヶ崎市、海老名市、座間市、藤沢市 およそ30戸 

解決希望年限解決希望年限解決希望年限解決希望年限 
 ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応対応対応対応をををを希望希望希望希望すすすす 

るるるる研究機関名研究機関名研究機関名研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 

  備備備備    考考考考 

  

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

 回答機関名回答機関名回答機関名回答機関名 
農業技術センター 

担当部所担当部所担当部所担当部所 
果樹花き研究部 

 

 対応区分対応区分対応区分対応区分 
 ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名試験研究課題名試験研究課題名試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

 花き類の新品種育成・特性検定 スイートピーの新品種育成 

 対応対応対応対応のののの内容等内容等内容等内容等    

  ご指摘のとおり近年は収穫後期の気温上昇により切り花品質が悪化し収量が低下する状況が見ら

れます。県内栽培の主体である冬咲き性品種は低温処理をせずに年内から収穫可能ですが、耐寒

性・耐暑性に劣ります。冬咲きに比べ草勢が強く耐暑性を持つ春咲き系が収穫後期の品質向上に適

すると考えられます。現在は、県内主力品種に春咲き性の性質を導入し、新しい品種を育成するた

め、市販の春咲き系品種を交配母本として導入し、特性を調査とあわせて冬咲き性優良品種との交配

を行っています。 

 解決予定年限解決予定年限解決予定年限解決予定年限 
 ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 

 備備備備    考考考考 

 


